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溶接技術の概要 

 

１．溶接技術 

溶接は、一般には、「２個以上の部材を、その接合部が連続性を持つように、熱、圧

力又はその両者を加え、さらに必要があれば適当な溶加材を加えて、部材を一体化する

操作」である。（出展：産報出版「溶接・接合技術入門」、溶接学会編） 

 

２．溶接技術の特徴 

１）溶接の基本は、熱、圧力を加えることによって金属原子同士に生じるような強い結

合を利用して接合することにあり、同じ金属の接合方法であるボルト、リベット等を

用いた機械的締結と比較した場合、①継手構造が簡単であること、②材料の節減が可

能で経済的であること、③優れた気密性・水密性を有すること等の優位性を持ってい

る。他方で、局部的な加熱冷却によるひずみ発生、残留応力による疲労強度、応力腐

食割れなどへの影響の可能性等の溶接特有の問題も存在する。 

２）このため、溶接は、溶接部の金属学的、力学的性質が母材を含めた構造とうまく整

合するように設計、施工することが重要である。また、機械的締結と異なり接合過程

が不可逆的であるため、溶接欠陥の検出には非破壊試験が必要であること等の特徴を

持つ。 

 

３．溶接方法の分類 

溶接の方法（溶接法）は、その接合の機構によって、大きく①溶融接合、②液相・固

相反応接合、③固相接合の３種類に分けられる。さらに、これらの分類を基礎として熱

源、その他の因子を考慮し、表１の通り、現在実用化されている多数の溶接法に分類す

ることができる。 

なお、溶接に関わる様々な産業分野では、①施工及び品質を確保するための条件、②

施工に必要な機材の条件、③適用できる母材の材質や形状などの条件、④溶加材等の必

要な資材の条件、⑤溶接部の試験・検査の条件などに応じて、表１に掲げる溶接方法の

中から最適な溶接方法を選択して溶接が行われているのが現状である。 

 

４．溶接技術の適用分野 

我が国の溶接技術は、造船、重工業、鉄鋼、自動車等の基幹産業とともに、材料や部

品をつなぐ組立技術として発展し、社会のあらゆる分野で活用されている基盤技術であ

る。特に、自動車、建設機械、発電プラント、工業用プラント、鉄道、船舶、鉄鋼構造

物、橋梁、航空・宇宙、電子機器の各分野においては重要なものづくり基盤技術であり、



近年、新規溶接材料開発、溶接の自動化・ロボット化、レーザ、電子ビーム等の高エネ

ルギー溶接の適用等が進展している。 

 表１溶接法の分類 
 

 被覆アーク溶接 
ティグ溶接 
プラズマアーク溶接 
ミグ溶接、マグ溶接 
サブマージアーク溶接 
セルフシールドアーク溶接 
スタッド溶接 
エレクトロガスアーク溶接 

アーク溶接 

エレクトロスラグ溶接 
高密度エネルギービーム溶接 
テルミット溶接 
抵抗溶接 
ガス溶接 
超音波溶着 

ろう接 
液相拡散接合 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
溶融接合（融接）法 

電子ビーム溶接 
レーザ溶接   

 
 

  
溶接 

液相－固相反応接合法  

 

 拡散接合 
摩擦圧接 
熱間圧接 
冷間圧接（常温圧接） 
爆発圧接 
ガス圧接 

 

固相接合法  

 

（出典：産報出版「溶接・接合技術入門」、溶接学会編を元に作成） 
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